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出題基準と範囲 

	
 

１．精神科疾患 
 １）統合失調症 
  ① 統合失調症の診断基準が説明できる。 
  ② 統合失調症の評価尺度が説明できる。 
  ③ 統合失調症の疫学が説明できる。 
  ④ 統合失調症の病態が説明できる。 
  ⑤ 統合失調症の治療方法が説明できる。   
 ２）気分障害 
  ① 気分障害の診断基準が説明できる。 
  ② 気分障害の評価尺度が説明できる。 
  ③ 気分障害の疫学が説明できる。 
  ④ 気分障害の病態が説明できる。 
  ⑤ 気分障害の治療方法が説明できる。 
 ３）神経症・心身症 
  ① 神経症・心身症の診断基準が説明できる。 
  ② 神経症・心身症の疫学が説明できる。 
  ③ 神経症・心身症の病態が説明できる。 
  ④ 神経症・心身症の治療方法が説明できる。 
 ４）アルコール依存症 
  ① アルコール依存症の診断基準が説明できる。 
  ② アルコール依存症の疫学が説明できる。 
  ③ アルコール依存症の病態が説明できる。 
  ④ アルコール依存症の治療方法が説明できる。 
 ５）広汎性発達障害 
  ① 広汎性発達障害の診断基準が説明できる。 
  ② 広汎性発達障害の疫学が説明できる。 
  ③ 広汎性発達障害の病態が説明できる。 
  ④ 広汎性発達障害の治療方法が説明できる。 
 ６）認知症 
  ① 認知症の診断基準が説明できる。 
  ② 認知症の評価尺度が説明できる。 



  ③ 認知症の疫学が説明できる。 
  ④ 認知症の病態が説明できる。 
  ⑤ 認知症の治療方法が説明できる。 
  
 
２．心理教育 
 １）心理教育の理論 
  ① 心理教育の目的が説明できる。 
  ② 心理教育の理論が説明できる。 
  ③ 心理教育の効果が説明できる。 
 ２）心理教育の実際 
  ① 心理教育の実践と評価が説明できる。 
  ② 心理教育と薬物治療の併用効果が説明できる。 
 
 
３．向精神薬 
 １）向精神薬の分類 
  ① 向精神薬の分類が説明できる。 
  ② 向精神薬の使用目的が説明できる。 
 ２）抗精神病薬 
  ① 抗精神病薬の分類が説明できる。 
  ② 抗精神病薬の治療目標が説明できる。 
  ③ 抗精神病薬の薬理作用が説明できる。 
  ④ 抗精神病薬の効果が説明できる。 
  ⑤ 抗精神病薬の副作用が説明できる。 
  ⑥ 薬原性錐体外路症状とその評価が説明できる。 
  ⑦ 抗精神病薬の相互作用及び禁忌が説明できる。 
  ⑧ 効果的な薬物治療が提案できる。 
  ⑨ 定型抗精神病薬から非定型抗精神病薬への切り替えについて提案できる。 
 ３）抗うつ薬 
  ① 抗うつ薬の分類が説明できる。 
  ② 抗うつ薬の治療目標が説明できる。 
  ③ 抗うつ薬の薬理作用が説明できる。 
  ④ 抗うつ薬の効果が説明できる。 
  ⑤ 抗うつ薬の副作用が説明できる。 
  ⑥ 抗うつ薬の相互作用及び禁忌が説明できる。 
  ⑦ 効果的な薬物治療が提案できる。 



 ４）気分安定薬 
  ① 気分安定薬の分類が説明できる。 
  ② 気分安定薬の治療目標が説明できる。 
  ③ 気分安定薬の薬理作用が説明できる。 
  ④ 気分安定薬の効果が説明できる。 
  ⑤ 気分安定薬の副作用が説明できる。 
  ⑥ 気分安定薬の相互作用及び禁忌が説明できる。 
  ⑦ 効果的な薬物治療が提案できる。 
 ５）抗不安薬 
  ① 抗不安薬の分類が説明できる。 
  ② 抗不安薬の治療目標が説明できる。 
  ③ 抗不安薬の薬理作用が説明できる。 
  ④ 抗不安薬の効果が説明できる。 
  ⑤ 抗不安薬の副作用が説明できる。 
  ⑥ 抗不安薬の相互作用及び禁忌が説明できる。 
  ⑦ 効果的な薬物治療が提案できる。 
 ６）睡眠薬 
  ① 睡眠薬の分類が説明できる。 
  ② 睡眠薬の治療目標が説明できる。 
  ③ 睡眠薬の薬理作用が説明できる。 
  ④ 睡眠薬の効果が説明できる。 
  ⑤ 睡眠薬の副作用が説明できる。 
  ⑥ 睡眠薬の相互作用及び禁忌が説明できる。 
  ⑦ 効果的な薬物治療が提案できる。 
 ７）抗酒薬 
  ① 抗酒薬の薬理作用が説明できる。 
  ② 抗酒薬の治療目標が説明できる。 
  ③ 抗酒薬の効果が説明できる。 
  ④ 抗酒薬の副作用が説明できる。 
  ⑤ 抗酒薬の相互作用及び禁忌が説明できる。 
  ⑥ 効果的な薬物治療が提案できる。 
 ８）抗認知症薬（中核症状） 
  ① 抗認知症薬の薬理作用が説明できる。 
  ② 抗認知症薬の治療目標が説明できる。 
  ③ 抗認知症薬の効果が説明できる。 
  ④ 抗認知症薬の副作用が説明できる。 
  ⑤ 抗認知症薬の相互作用及び禁忌が説明できる。 



  ⑥ 効果的な薬物治療が提案できる。 
 ９）抗認知症薬（周辺症状） 
  ① 周辺症状の治療目標が説明できる。 
  ② 周辺症状の治療薬の効果が説明できる。 
  ③ 周辺症状の治療薬の副作用が説明できる。 
  ④ 周辺症状の治療薬の相互作用及び禁忌が説明できる。 
  ⑤ 効果的な薬物治療が提案できる。 
 
 
４．薬剤管理指導業務 
 １）統合失調症患者に対して 
  ① 薬物治療の目的が説明できる。 
  ② 副作用と対処方法が説明できる。 
  ③ 服薬継続の必要性が説明できる。 
 ２）気分障害患者に対して 
  ① 薬物治療の目的が説明できる。 
  ② 副作用と対処方法が説明できる。 
  ③ 服薬継続の必要性が説明できる。 
 ３）神経症・心身症 
  ① 薬物治療の目的が説明できる。 
  ② 副作用と対処方法が説明できる。 
 ４）アルコール依存症 
  ① 薬物治療の目的が説明できる。 
  ② 副作用と対処方法が説明できる。 
 ５）広汎性発達障害 
  ① 薬物治療の目的が説明できる。 
  ② 副作用と対処方法が説明できる。 
 ６）認知症 
  ① 薬物治療の目的が説明できる。 
  ② 副作用と対処方法が説明できる。 
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